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   制作：常磐大学人間科学部現代社会学科「スポーツ社会学演習」
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関甲新学生野球 1部
2023 秋季リーグ戦
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星取表（2023 年 10 月 7日 確定）

対・高崎経済大学戦

10/28・29　
入替戦
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関甲新学生野球・秋季リーグ戦最終節、共に１勝７敗・暫定８

位の常磐大学と関東学園大学との対戦は、1-0 で常磐大学の完封

負けとなった。これで常磐大学の 10 位（最下位）が確定し、１

部残留に向け、28・29 日開催予定の入替戦に臨む。

【10/7 関東学園大学野球場】常磐大学の先発投手は三浦彰浩（現

社３）。初回、先頭打者を外野フライに討ち取り、後続を三振で

締めるピッチングを見せ、初回を三者凡退で抑える。しかし、そ

の裏、相手の先発投手に対して三者連続三振を取られ互いに無得

点で終わる。２回、常磐大学は先頭打者の安打を許すも、相手走

者の盗塁を捕手長瀬祥太（現社３）が盗塁刺を決め、この回も無

失点。長瀬は、続く３回にも盗塁刺の好プレーを見せた。５回裏、

ここまで無安打に抑えられていたが、１死から大塚偉歩己（現社

３年）が内野安打で出塁し、続く小関貫太（現社３）も安打で続き、

チャンスを作るも後続が倒れ、無得点で終える。

　７回表、安打と盗塁で２死２塁のピンチ。守備の乱れにより２

塁走者が生還し、先制点を許し1-0。その裏、1死から4番所宜和（現

社３ ) の安打、続く大塚偉歩己（現社３）も安打で続くも、後続

が倒れ、この回も無得点。常磐大学は続く８回に１死 2,3 塁、９

回にも１死 1,2 塁のチャンスを作るも得点に至らなかった。

　先発の三浦は9回７奪三振、自責0、球数143の力投を見せるも、

打撃が相手投手に苦しみチャンスを生かせず完封負けを喫した。

　バッテリーは三浦ー長瀬。　　　　　　　　　（文・山田早喜）
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